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3) r民法修正案理由書」 (東京博文館蔵版)明治31年刊、 150頁。
4)星野英一「判例研究」法協78巻2号240頁、同「判例研究」法協106巻8号206頁、拙稿
「親子間の利益相反行為の成否」長崎大学教養部紀要(人文科学篇) 30巻2号3 - 4貫。
5)大判大正10年8月10日民録27輯1476頁、大判昭和9年12月21日新聞3800号8頁、大判昭和























































































































用行為」 (r民法判例百選I (第3版)j所収) 82貢などがある。なお、判例の法理につい
ては、吉井直昭「代理権・代表権の濫用等をめぐる判例法理についての一考察(-) (二)」
手形研究16巻1号6頁、 2号6頁参照。
















41)川島武宜r民法総則J 380貢、舟橋辞- r民法総則J 132貫、 r注釈民法( 4 )I (浜上則雄
執筆) 20頁。
42)森泉前掲15頁、 r注釈会社法( 4 )J (山口幸五郎執筆) 377頁、幾代前掲書312頁など。
43)伊藤前掲「ドイツにおけるr代理権の濫用J理論」 97頁、同前掲「代理権の濫用」 54-54
頁。












so) r新版注釈民法(25)」 (於保不二雄執筆) 2頁、 5頁、 9-10頁、於保不二雄r親子」
(法律学体系法律理論篇6) 6頁、国府剛「親権」 (r民法講座7親族相続」所収) 235頁、
田中通裕r親権法の歴史と課蓮J 278-80頁など参照。
51)同旨、吉田前掲205頁、渡連前掲535頁、 539頁。
52)同旨、右近前掲「本件判批」 94頁、辻前掲「本件判批」 17頁。
53)本件判旨は、末尾に「前記-1の事実の存する本件においては」とわざわざ付記している
ところからみて、母子が遺産分割の協議やその後の遺産管理などで子の叔父に世話になっ
てきたし、今後も世話になるだろうことが、本件の叔父の会社の債務のための子の物上保
証行為が直ちに親権者や叔父の利益を図ることのみを目的としていないことの事情として
重視されている。しかし、このような無形の利益まで子の利益とみなすことはできないし、
また、その無形の利益もいちおう子の受ける利益と捉えたとしても、その利益が本件にお
ける子の負担を補って余りあるとは考えられない。本件の土地はあくまで子個人の財産で
あって子の福祉のために用いられねばならないのである。
54)前田泰「法定代理と表見代理」法時66巻80頁。
(1996年4月30日受理)
